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＜１月の満３入園星組さん＞ 

○お正月 

新年のご挨拶をすると「明けましておめでとうございます。」と子どもたち

から返ってきました。１２月にはお正月の挨拶が理解できていない様子でし

たが、家庭でお正月を体験し、お正月の挨拶が理解できるようになっていまし

た。「お餅食べた。」「お年玉をもらった。」といろいろ話もしてくれました。ど

んどん成長していますね。 

○お餅つき 

  前日から作り物の小さいうすや杵を使って、お餅つきの話をしていたので、

みんなとても楽しみにしていました。初めて本物のうすや杵を見た子も多く

驚いていましたが、お友だちがつくときには「よいしょ。よいしょ。」と元気

に掛け声をかけ、手伝ってもらいながらも、一人一人杵をもって餅つきをしま

した。凧あげでは自分で作った凧が走ると上がるのでとても喜んでいました。

いい体験でしたね。 

 

 

＜１月の年少星組さん＞ 

○個人制作(作品展) 

   １組はカエルを作っています。２組はウサギを作っています。一人一つずつ

作ります。先生と一緒に自分の好きな箱、・好きな恰好、好きな色をえらんで

作っています。「丸くしたいね。」「この折り紙でくるむ。」と考えながら少しず

つ作っています。「カエルになってきたね。」「かわいいね。」と自分の作品に愛

着を持ち始めています。 

  １月２０日 

1組 今日は目を付けました。目になりそうなパーツを用意しておくと「お買

い物。お買い物。」と言いながら楽しく目を選んでいました。ちょっとドキド

キしながらボンドで、目をくっつけていました。 

２組 ウサギが少しずつ形になってきました。「後は○○をやってー。」と見通

しが立つようになりました。紙粘土で目を作っていくと、それぞれが自分で考

えてスムーズに目を付けていました。成長を感じました。 

 １月２１日 

１組 手と足を付けました。「座っている。」「泳いでいる。」と自分でポーズを

考えました。「ぴょーんとしているみたい。」「遊んでいるみたい。」と喜んでい

ました。 

２組 「完成」と伝えると「やったー。」と喜んでいました。次は「キッチン

カーだね。」と次も楽しみにしていました。 



 

 

＜１月の年中花組さん＞ 

○新年を祝う会 

餅つきでは、なるべく一人で杵を持ってお餅つきができるように援助しま

した。しっかり杵が自分の力で持ち上がる子、なかなか持ち上がらない子、う

すの縁をたたいてしまう子と、様々でしたが、みんな自分で出来て満足そうで

した。「軽かった。」「重たかった。」と様々でしたが、みんな「もっとやりたい。」

と言っていました。よい体験が出来ました。福笑いは変な顔になるのが嫌では

じめは「やりたくない。」と言っていたお友だちが多かったです。だけど、実

際にやり始めると面白さが分かり、それからはみんな楽しんでやれました。 

○すずめの制作(作品展) 

花組さんは合同で「したきりすずめ」のお話をイメージして制作しています。

雀を作っているのですが、羽を作るときに「トイレットペーパーの芯で、どう

使ったら、芯が羽に見えるかなあ？」と子どもたちに聞きました。子どもたち

は「ハサミできればいい。」「ギザギザにすればいい。」という意見が出ました。

すごい。いい考えですね。子どもたちの考えどおりに作りました。着物の袖か

らギザギザの羽が見えています。いい感じです。楽しみに作品展でご覧くださ

い。 

 

 

 

＜１月の年長雪組さん＞ 

○始業式  

  急でしたが、みんなの前で、冬休みに楽しかったこと、うれしかったことを

「文にして」発表してもらうことにしました。「単語」だけになることはなく、

「僕は○○をしたのが楽しかったです。」「私は○○をサンタさんからもらっ

て、うれしかったです。」としっかり言えて立派でした。 

○作品展 

  雪１組が「ヘンゼルとグレーテル」雪２組が「白雪姫」を作っています。個

人制作で雪１は「森の動物」雪２は「小人」を作りました。雪１組は、たぬき、

りす、鳥、うさぎなど、みんなが違うものを作っています。ゆき２組はそれぞ

れ小人さんの髪や洋服を工夫しています。「めっちゃ、うまくできた。」「僕の

が一番上手。」と自信満々の様子でそれぞれ納得のいくものができたようです。

さすがですね。グループ制作では、自分の考えを言ったり、友だちの考えを聞

いたりして進めています。自分たちでドンドン進められるグループもありま

す。先生のアドバイスを少し頼りにしているグループもありますが、成長を感

じる毎日です。あとはクラス制作です。みんなで大きなものを作ります。お楽

しみに 

 

 


